
平成２９年第１回定例会（６月議会） 

予算及び付託議案審査関係資料 
 

平成２９年６月１９日 
総 務 部 

 

 【予算関係】 
 
資料１ 平成２９年度６月補正予算に関する説明資料 

（財 政 課） 

 
資料２ 財政の中期見通しについて 

（財 政 課） 

 
資料３ ＡＫＩＴＡのプロフィール発信事業について 

（広報広聴課） 

 
資料４ ウェブアクセシビリティ対策事業について 

（広報広聴課） 

 
資料５ 災害時情報収集・伝達用無線更新事業について 

（総合防災課） 

 
資料６ あきた未来づくり交付金事業（潟上市分）について 

（総合防災課） 

 

【議案関係】 

資料７ 「職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例案」について 
（議案第１２０号）                   （人 事 課） 

 
資料８ 「秋田県県税条例の一部を改正する条例案」について 

（議案第１２１号）                   （税 務 課） 

















資料３（予算関係）

ＡＫＩＴＡのプロフィール発信事業について

平成２９年６月１９日

広 報 広 聴 課

１ 目 的

「元気創造あきた」を目指す情報発信ツールとして、多岐にわたる秋田のセール

スポイントを印象的に紹介する情報誌及び映像を制作する。

２ 事 業 費 ９，９１５千円 (○一 ９，９１５千円)

内 訳 ・報償費 ２０千円

・旅 費 １０千円

・需用費 ２５千円

・委託料 ９，８６０千円

３ 事業内容

情報誌及び映像は、県外や海外で行われる秋田を売り込むための商談会やイベン

ト、会議等で活用することとし、秋田の場所やアクセス、玄関口である駅や空港、

素晴らしい地域資源である自然、食、文化、産業、教育等について、第２期ふるさ

と秋田元気創造プランの推進状況を踏まえて制作する。

（１）県勢情報誌 ８，９２１千円

Ａ５判、６０ページ程度、フルカラー、

７か国語で２６，６００部制作

【言語】日本語、英語、韓国語、ロシア語、

中国語（簡体字、繁体字）、タイ語

（２）県勢情報映像 ９９４千円

日本語及び英語で１０分、５分、３分の映像を制作
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資料４（予算関係）

ウェブアクセシビリティ対策事業について

平成２９年６月１９日

広 報 広 聴 課

１ 目 的

高齢者や障害者等を含め、全ての方がウェブサイトで提供される情報や

サービスを支障なく利用できるよう、ウェブアクセシビリティの向上を図

るため、日本工業規格（ＪＩＳ）及び総務省が策定した「みんなの公共サ

イト運用ガイドライン」に基づく対策を講じる。

２ 事 業 費 ３，３５７千円（ ○一 ３，３５７千円）

内 訳 委託料 ３，３５７千円

３ 事業内容

（１）全ページＪＩＳ検証

県公式ウェブサイト「美の国あきたネット」の全てのページ及び掲

載されている全てのファイルについて、日本工業規格に違反している

箇所の特定、違反内容の傾向や件数を抽出して検証する。

（２）ガイドラインの策定支援

専門知識を有する者から技術的な助言を受けながら、県公式ウェブ

サイト「美の国あきたネット」のガイドラインを策定する。

（３）職員研修

職員のウェブアクセシビリティに関する意識や知識を高めるため、

専門知識を有する者を講師とした研修を３回開催する。
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【参考】アクセシビリティ違反の代表例

① 文字色

申込期限は平成 29年５月９日（火）です。

→ 色覚異常の方には、朱書きで強調した箇所が分からない。

申込期限は平成 29年５月９日（火）です。

→ 色覚異常や弱視の方には、コントラスト比の低い文字は読みにくい。

② 添付ファイル

× ＰＤＦファイル

× 添付資料

○ 秋田県の人口と世帯数（ＰＤＦ）

→ 添付ファイルの内容が分かるよう表記すること。

③ 読み上げソフトへの対応

× 2017/05/09(火) 「20170509ヒ」と読み上げる

× 5月 9日(火)～ 14日(日) (火)も(日)も「ヒ」と読み上げる

○ 平成 29年 5月 9日火曜日

× ＡＰＰＬＥ １，０００ 全角の英数は１文字ずつ読み上げる

○ APPLE 1,000

× ☆注意☆ 「ほしちゅういほし」と読み上げる

× 戸 籍 「と せき」と読み上げる

＊スペースを入れると単語として認識しない
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資料５（予算関係）

災害時情報収集・伝達用無線更新事業について

平成２９年６月１９日

総 合 防 災 課

１ 目 的

災害時における情報の収集・伝達に用いる無線機を更新することにより、確実

な災害情報伝達体制を構築する。

２ 事 業 費 ３，３６４千円 （ ○国 ３，０２７千円、 ○一 ３３７千円 ）

（内訳：備品購入費 ３，３６４千円）

※石油貯蔵施設立地対策等交付金を活用

３ 事業内容

整備から相当の年数が経過し、老朽化している既存の無線機を更新する。

［無線機の内訳］

機器名 数量（台） 購入費（千円）

簡易無線機 １０ ２，５４６

防災相互通信用無線機 ３ ８１８

【参考】無線機の状況等について

○ 簡易無線機

現在の使用機は、平成１２年度に購入。大規模災害時における対策室間

等の連絡調整、災害現場に派遣された職員間の通信手段として使用する。

○ 防災相互通信用無線機

現在の使用機は、平成７年度に購入。各都道府県及び消防本部に整備さ

れており、全国共通の周波数域を用い、災害時における防災関連機関間の

連絡調整用等に使用する。

※ 電波法の改正により、無線設備の規格が平成３４年１２月以降に新規

格となることから、現在の無線設備はそれまでに更新する必要がある。



災害対策本部長室

災害医療対策室防災関係機関連絡員室

通信管理室

災害対策本部室

屋上

総合防災課執務室高機能会議室

自衛隊控室

通信機械室

連 絡 調 整

【簡易無線機の使用例】

＜例１＞大規模災害時 ＜例２＞局地的災害時

連 絡 調 整

災 害 派 遣 車
※通信範囲：500～1km程度

災害現場

災害現場

市町村

災害対策本部

県防災相互通信用無線機

他県ヘリ等

総合防災情報システム
・有線回線

・衛星携帯電話回線

現地災害対策本部

防災相互通信用無線機

【防災相互通信用無線機の使用例】

・防災相互通信用無線機（予
備１台）

災害対策本部

※通信範囲：10～15km程度

－２ －



あきた未来づくり交付金事業（潟上市分）について 

 
                         平成２９年 ６月１９日 
                         総 合 防 災 課 
 
１ 目  的 

潟上市は津波災害等への対応が防災対策上の大きな課題となっており、応急救

助や自主防災組織の育成、普及啓発等、平時からの防災対策が求められている。   

また、若い年代から病気予防・感染症予防及び健康づくりを進めることにより、

活動的なコミュニティを維持することも重要な課題となっている。 

このため、「秋田県市町村未来づくり協働プログラム」に基づき、潟上市と県

が協働で取り組む「安全『防災』・安心『健康』潟上プロジェクト」を実施し、

安全・安心で元気な地域づくりを目指す。 

 

２ 事 業 費 １８６，０００千円（入１８６，０００千円） 

（内訳：負担金補助及び交付金） 

 （参考）市事業の概要                  

事業概要 総額 
うち未来づくり交付金 

前年度分 今年度分 

全体事業費 885,642 14,000 186,000

 （１）防災と健康の拠点整備 845,722 14,000 186,000

（２）防災普及啓発・防災組織研修 3,280 0 0

（３）健康指導事業・運動教室実施 36,640 0 0 

 

３ 事業内容 

旧八郎潟ハイツ跡地を含む飯田川南公園一帯を防災拠点と位置づけ、中核とな 

る施設の整備と住民の防災意識向上等に取り組むとともに、運動プログラムによ

る健康づくり事業等を実施し、積極的に若い年代からの健康増進を図る。 

 

４ 事業実施の効果 

（１）防災対策の強化 

新たに設置する防災基地を中心に、大規模災害時の受援体制を構築するほ

か、物資の調達・輸送や自主防災活動の充実強化等、市の防災対策上の課題

に協働で取り組むことにより、災害時における対応能力の向上が図られる。 

（２）健康づくりの推進  

    検診データをもとにした運動プログラムによる健康づくりや、個別健康指

導等を実施することにより、若い年代の健康増進が図られる。 

 

５ スケジュール 

工事期間     平成２９年7月～平成３０年８月 

オープン（予定） 平成３０年１０月 

資料６（予算関係） 

（単位：千円）
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安全「防災」・安心「健康」潟上プロジェクト 

 目 的  

  旧八郎潟ハイツ跡地を含む飯田川南公園一帯を防災拠点として位置づけ、その中

核となる施設を整備し、県と連携した防災備蓄庫を設置するとともに自主防災組織

の育成や住民の防災意識の向上等に取り組むほか、若い年代から健康づくりに積極

的に取り組むことができる環境を整えることにより、安全・安心で元気な地域とな

ることを目指すものである 

 

 

 

 

 

○総事業費 ８．８６億円  ○事業期間 平成２８～３１年度 

 

 
    （１） 防災基地・備蓄庫の整備 

         ・災害時は消防、警察など応援部隊の集結等に活用 
     ・平時は自主防災組織の育成や防災教育等に活用 

（２） 健康づくりの拠点の整備 

  ・個別健康指導や健康運動教室、トレーニング、感染症予防研修等に活用 

 
 

（１） 地域防災拠点活用計画の策定 

  ・市内防災拠点の機能や活用方法を明確化 
（２） 災害時の緊急物資供給の仕組みづくり 

  ・物資備蓄目標量の達成、備蓄体制の再編 
  ・物資輸送訓練、マニュアル策定 
（３） 自主防災組織等の育成・普及啓発 

  ・自主防災組織や防災リーダー向け防災研修 
  ・小中学校向け防災教育や市民向け普及啓発 

 

 

   （１） 運動プログラム等による健康づくり 

   ・健康運動指導士による個別健康指導や健康運動教室等 

   ・災害時も想定した感染症予防研修会等 

 

 

 

 

 

【県事業】 

① 県備蓄の分散化 

② 自主防災アドバイザーの派遣 

③ 感染症対策研修会への講師派遣 

④ 生活習慣病の実態周知 

<< プロジェクトの事業概要 >> 

【県市協働事業】 

① 災害時の救援物資供給の仕組みづくり 

② 大規模災害を想定した防災訓練の実施 

③ 地域・職域連携による地域ぐるみの健康 

づくり基盤整備 

県事業及び県市協働事業群 

１ 防災と健康の拠点づくり（ハード）          845,722 千円 

２ 防災体制の充実強化（ソフト）             3,280 千円 

３ 運動習慣の定着を目指した健康づくりの推進（ソフト）  36,640 千円 

市 事 業 群 

－２－ 
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「職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例案」について

（議案第１２０号）

平成２９年６月１９日

人 事 課

１ 改正理由

雇用保険法等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１４号）による雇用

保険法（昭和４９年法律第１１６号）の一部改正により、失業者の退職手当に

ついて所要の規定の整備を行う必要がある。

※ 失業者の退職手当：

退職時に退職手当が不支給又は極めて低額しか受給しなかった退職者がその後一定期

間失業状態にある場合に、雇用保険法の規定による失業等給付の限度内で支給するもの

（対象者：勤続期間が短期間の退職者 等）

２ 改正内容

雇用保険法の基本手当に相当する失業者の退職手当について、特定退職者

又は障害者等が支給期間の延長を受けられる事由を新たに加える。

※ 特定退職者：

心身の故障に伴う分限免職処分による退職者、公務上の傷病による退職者 等

（現行）

・公共職業訓練を受ける場合

・就職困難な地域で職業紹介を受ける場合

・失業の状況が全国的に悪化した場合

（追加事由）

・特定退職者又は障害者等で、激甚災害に指定された災害被害により離職

し、就職困難地域に居住する者などが就職指導を受ける場合

・雇用機会が不足している地域内に居住する特定退職者が職業指導を受け

る場合（平成３４年３月３１日以前に退職した場合に限る）

公共職業安定所からの紹介による就職に伴って住所等を移転する者に支給

している失業者の退職手当について、紹介する機関に、特定地方公共団体及

び職業紹介事業者を加える。

３ 施行期日等

施行日 ２ は公布の日

２ は平成３０年１月１日

 その他 所要の経過措置を規定する。

資料７（議案関係）
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職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
に
対
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に

に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
に
対
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に

は
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
本

は
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
本

手
当
の
支
給
の
例
に
よ
り
、
当
該
基
本
手
当
の
支
給
の
条
件
に
従
い
、
第
一

手
当
の
支
給
の
例
に
よ
り
、
当
該
基
本
手
当
の
支
給
の
条
件
に
従
い
、
第
一

項
又
は
第
三
項
の
退
職
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

項
又
は
第
三
項
の
退
職
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

略

一

略

二

そ
の
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準

に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指

導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の

二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基

準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四

条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め

た
も
の

三
・
四

略

二
・
三

略

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

11

11

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
者
で
次
の
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

き
る
者
で
次
の
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ

該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ

2



る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、
移
転
費
又

る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、
移
転
費
又

は
求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。

は
求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。

一
～
四

略

一
～
四

略

五

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
地

五

公
共
職
業
安
定
所
の

方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業

者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
知
事
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の

紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
知
事
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の

例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓

例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

同
条
第
二

練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額

項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額

六

略

六

略

～

略

～

略

12

17

12

17

附

則

附

則

１
～

略

１
～

略

32

32

平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
十
条

33
第
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
項
の
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

各
号
列
記

第
二
十
八
条
ま
で

第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則

以
外
の
部

第
五
条

分第
二
号

雇
用
保
険
法
第
二
十
二

雇
用
保
険
法
第
二
十
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
理

生
労
働
省
令
で
定
め
る
理

由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な

由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な

者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二

者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二

十
四
条
の
二
第
一
項
第
二

十
四
条
の
二
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す

号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す

る
者
と
し
て
人
事
委
員
会

る
者
と
し
て
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
者
に
該
当

規
則
で
定
め
る
者
に
該
当

3



し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項

し
、
か
つ
、
知
事
が
同
項

に
規
定
す
る
指
導
基
準
に

に
規
定
す
る
指
導
基
準
に

照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進

照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
職
業

す
る
た
め
に
必
要
な
職
業

安
定
法
第
四
条
第
四
項
に

安
定
法
第
四
条
第
四
項
に

規
定
す
る
職
業
指
導
を
行

規
定
す
る
職
業
指
導
を
行

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
も
の

認
め
た
も
の

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て

、
雇
用
保
険
法
附
則
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
地

域
内
に
居
住
し
、
か
つ
、

知
事
が
同
法
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再

就
職
を
促
進
す
る
た
め
に

必
要
な
職
業
安
定
法
第
四

条
第
四
項
に
規
定
す
る
職

業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の

（

に
掲
げ
る
者
を
除
く

。
）

4
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資料８（議案関係）

「秋田県県税条例の一部を改正する条例案」について
（議案第１２１号）

平成２９年６月１９日
税 務 課

１ 改正理由

地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律（平成２９年法律第２号）

による地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部改正に伴い、保育の受け皿整備

のための家庭的保育事業等に係る不動産取得税の控除の拡大、居住用超高層建築物に

係る実際の取引価格の動向を勘案した不動産取得税の税額算定方法等の導入及び環境

への負荷の少ない自動車を対象とした自動車取得税の特例措置の見直しを行う等の必

要がある。

２ 主な改正内容

（１）県民税

個人の県民税の配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しにより地方税法における

用語の定義が変更されたことに伴い、「控除対象配偶者」を「同一生計配偶者」に改

めることとする。（附則第２条関係）

（２）不動産取得税

① 家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業又は事業所内保育事業（利用定員５人以

下のもの）の用に供する家屋について、課税標準となる価格から控除する額を、

当該家屋の価格の３分の２（現行２分の１）に相当する額とする。（第６６条の３

関係）

【家庭的保育事業】保育士等がその居宅その他の場所において、乳幼児の保育を行う事業

【居宅訪問型保育事業】保育士等が乳幼児の居宅において、乳幼児の保育を行う事業

【事業所内保育事業】企業等が施設を設け、その労働者の乳幼児及びその他の乳幼児の保育を行う事業

② 居住用超高層建築物（高さ６０ｍ超）について、各区分所有者ごとの税額を算

出する際に用いる専有床面積に階数に応じた補正係数を乗じることにより、上層

階の価格を高くし、下層階の価格を低くする（建物全体の税額は変わらない。）措

置を講ずる。（第６３条関係）

なお、改正後の規定は、平成２９年４月１日以後に新築された居住用超高層建

築物に適用する。（平成２９年３月３１日までに１区画でも売買契約が締結されて

いる場合は、その居住用超高層建築物全体が適用除外となる。）
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（３）自動車取得税

① 環境への負荷の少ない自動車で、初めて新規登録等を受けるものの取得に係る

税率の特例措置について、対象等を見直した上で、適用期限を平成３１年３月

３１日まで１年間延長する。（附則第１８条の４関係）

② 環境への負荷の少ない自動車で、初めて新規登録等を受けるもの以外のものの

取得に係る課税標準の特例措置について、対象等を見直した上で、適用期限を平

成３１年３月３１日まで１年間延長する。（附則第１８条の６関係）

【乗用車】

現 行 改 正 後

区分 （平成２９年度） （平成３０年度）

新車 中古車 新車 中古車

電気自動車等 非課税 45万円 非課税 45万円

ガ H32燃費基準＋40％達成 非課税 45万円 非課税 45万円

ソ H32燃費基準＋30％達成 非課税 45万円 80％ 35万円

リ H32燃費基準＋20％達成 60％ 25万円 60％ 25万円

ン H32燃費基準＋10％達成 40％ 15万円 40％ 15万円

車 H32燃費基準達成 20％ 5万円 20％ 5万円

等 H27燃費基準＋10％達成 20％ 5万円 対象外 対象外

※電気自動車等以外の対象車は、平成17年排出ガス基準75％低減達成車又は平成30

年排出ガス基準50％達成車に限る。

※新車は税率から軽減する割合、中古車は課税標準から控除する金額

（４）その他所要の規定の整理を行うこととする。

３ 施行期日等

（１）この条例は、次に掲げる規定を除き、公布の日から施行することとする。

① ２ ②及び２ 並びに２ 及び３ の一部 平成３０年４月１日

② ２ 並びに２ 及び３ の一部 平成３１年１月１日

（２）この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとする。
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秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

第
六
十
六
条
の
三

法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。

２

法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
二
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、

三
分
の
二
と
す
る
。

３

法
第
七
十
三
条
の
十
四
第
十
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、

三
分
の
二
と
す
る
。

秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
不
動
産
取
得
税
の
納
税
義
務
者
等
）

（
不
動
産
取
得
税
の
納
税
義
務
者
等
）

第
六
十
三
条

略

第
六
十
三
条

略

２

家
屋
が
新
築
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
家
屋
に

つ
い
て
最
初
の
使

２

家
屋
が
新
築
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
家
屋
に
つ
い
て
最
初
の
使

用
又
は
譲
渡
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
又
は

用
又
は
譲
渡
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
又
は

令
第
三
十
六
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
者
が
注
文
者
で
あ
る
家
屋
の
新
築
に

令
第
三
十
六
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
者
が
注
文
者
で
あ
る
家
屋
の
新
築
に

係
る
請
負
契
約
に
基
づ
く
当
該
注
文
者
に
対
す
る
請
負
人
か
ら
の
譲
渡
が
当

係
る
請
負
契
約
に
基
づ
く
当
該
注
文
者
に
対
す
る
請
負
人
か
ら
の
譲
渡
が
当

該
家
屋
の
新
築
後
最
初
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
譲
渡
の
後
最
初
に
行

該
家
屋
の
新
築
後
最
初
に
行
わ
れ
た
場
合
は

、
当
該
譲
渡
の
後
最
初
に
行

わ
れ
た
使
用
又
は
譲
渡
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
た
日

わ
れ
た
使
用
又
は
譲
渡
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
た
日

に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
あ
つ
た

も
の
と
み
な
し
、
当
該
家
屋
の
所
有
者

に
お
い
て
家
屋
の
取
得
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
家
屋
の
所
有
者

又
は
譲
受
人
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課

又
は
譲
受
人
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課

す
る
。
た
だ
し
、
家
屋
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
て
、
な
お
、

す
る
。
た
だ
し
、
家
屋
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
て
、
な
お
、

当
該
家
屋
に
つ
い
て
最
初
の
使
用
又
は
譲
渡
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は

当
該
家
屋
に
つ
い
て
最
初
の
使
用
又
は
譲
渡
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て

、
当
該
家
屋
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
家
屋

は
、
当
該
家
屋
が
新
築
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
家
屋
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の
取
得
が
あ
つ
た

も
の
と
み
な
し
、
当
該
家
屋
の
所
有
者
を
取
得
者
と
み

の
取
得
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
当
該
家
屋
の
所
有
者
を
取
得
者
と
み

な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

３

家
屋
を
改
築
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
家
屋
の
価
格
が
増
加
し
た
場
合
に

３

家
屋
を
改
築
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
家
屋
の
価
格
が
増
加
し
た
場
合
に

は

、
当
該
改
築
を
も
つ
て
家
屋
の
取
得
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得

お
い
て
は
、
当
該
改
築
を
も
つ
て
家
屋
の
取
得
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得

税
を
課
す
る
。

税
を
課
す
る
。

４

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号

４

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号

）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
専
有
部
分
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で

）
第
二
条
第
三
項
の
専
有
部
分

に
お
い
て
「
専
有
部
分
」
と
い
う
。
）
の
取
得
が
あ
つ
た
場
合
に
は

の
取
得
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
家
屋

（
同
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に

、
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
一
棟
の
建
物
（
同
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
共
用
部
分
（
次
項
及
び
第
六
項
に
お

よ
り
共
用
部
分

い
て
「
共
用
部
分
」
と
い
う
。
）
と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
）
の
価

と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
）
の
価

格
を
同
法
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し

格
を
同
法
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ

た

専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
（
専
有
部
分
の
天
井

つ
て
算
定
し
て
得
ら
れ
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
（
専
有
部
分
の
天
井

の
高
さ
、
附
帯
設
備
の
程
度
そ
の
他
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
第
一
項
に
規

の
高
さ
、
附
帯
設
備
の
程
度
等

定
す
る
事
項
に
つ
い
て
著
し
い
差
違
が
あ
る
場
合
に
は

、
そ
の
差
違

に
つ
い
て
著
し
い
差
違
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
差
違

に
応
じ
て
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ

に
応
じ
て
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ

り
当
該
割
合
を
補
正
し
た
割
合
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
按
分

り
当
該
割
合
を
補
正
し
た
割
合
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
つ
て
あ

あ
ん

し
て

得
た
額
に
相
当
す
る
価
格
の
家
屋
の
取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な

ん
分
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
価
格
の
家
屋
の
取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な

し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

５

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
で
あ
つ
て
、
複
数
の
階
に
人
の
居
住
の
用
に
供
す

る
専
有
部
分
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
専
有
部
分
の
個
数
が
二
個
以
上
の
も
の

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
居
住
用
超
高
層
建
築
物
」
と
い
う
。

）
に
お
い
て
、
専
有
部
分
の
取
得
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
専
有
部
分
の
属
す
る
居
住
用
超
高
層
建
築
物
（
建
物
の
区

分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ

た
附
属
の
建
物
を
含
む
。
）
の
価
格
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
専
有
部
分
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
当
該
居
住
用
超

高
層
建
築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の
床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割
合
（
専
有

部
分
の
天
井
の
高
さ
、
附
帯
設
備
の
程
度
そ
の
他
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
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の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
著
し
い
差
違
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
差
違
に
応
じ
て
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
施
行
規
則
第
七
条

の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は
第
七
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
と
こ

ろ
に
よ
り
当
該
割
合
を
補
正
し
た
割
合
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り

按
分
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
価
格
の
家
屋
の
取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な

し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

一

人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
専
有
部
分

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
（
当

該
専
有
部
分
に
係
る
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
区
分
所
有
者
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
区
分
所
有
者
」

と
い
う
。
）
が
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
一
部
共
用
部
分
（
附
属
の
建
物

で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
床
面
積
を
有
す
る
も
の
を
所
有
す
る
場
合
に

は
、
当
該
一
部
共
用
部
分
の
床
面
積
を
同
法
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三

項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
入
し
た
当
該
専
有
部
分
の
床
面
積
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
全
国
に
お
け
る
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
各
階
ご
と
の

取
引
価
格
の
動
向
を
勘
案
し
て
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
の
二
第
三
項
又

は
第
五
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
正
し
た
当
該
専
有
部
分
の
床
面

積
二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
専
有
部
分

当
該
専
有
部
分
の
床
面
積

６

共
用
部
分
の
み
の

５

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
の
共
用
部
分
の
み
の

建
築
が
あ
つ
た
場
合
に
は

、
当
該
建
築
に
係
る
共
用
部
分
に
係
る

建
築
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
築
に
係
る
共
用
部
分
に
係
る
同

区
分
所
有
者

条
第
二
項
の
区
分
所
有
者
（
次
条
に
お
い
て
「
区
分
所
有
者
」
と
い
う
。
）

が
、
当
該
建
築
に
係
る
共
用
部
分
の
価
格
を
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る

が
、
当
該
建
築
に
係
る
共
用
部
分
の
価
格
を
同
法

法
律
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た

第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
計
算
の
例
に
よ
つ
て

専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
（
居
住
用
超
高
層
建
築
物

算
定
し
て
得
ら
れ
る
専
有
部
分
の
床
面
積
の
割
合
に
よ
つ
て
あ
ん
分
し
て

に
係
る
共
用
部
分
の
み
の
建
築
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る

専
有
部
分
の
床
面
積
の
当
該
居
住
用
超
高
層
建
築
物
の
全
て
の
専
有
部
分
の

床
面
積
の
合
計
に
対
す
る
割
合
）
に
よ
り
按
分
し
て
得
た
額
に
相
当
す
る
価

得
た
額
に
相
当
す
る
価

格
の
家
屋
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

格
の
家
屋
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

７

家
屋
が
建
築
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
屋
の
う
ち
造
作
そ
の
他
の

６

家
屋
が
建
築
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
家
屋
の
う
ち
造
作
そ
の
他
の

附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
で
そ
れ
ら
の
部
分
以
外
の
部
分
（
以
下
こ
の
項
及

附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
で
そ
れ
ら
の
部
分
以
外
の
部
分
（
以
下
こ
の
条
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び
次
項
に
お
い
て
「
主
体
構
造
部
」
と
い
う
。
）
と
一
体
と
な
つ
て
家
屋
と

に
お
い
て
「
主
体
構
造
部
」
と
い
う
。
）
と
一
体
と
な
つ
て
家
屋
と

し
て
効
用
を
果
た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
以

し
て
効
用
を
果
た
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
以

外
の
者
が
こ
れ
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者

外
の
者
が
こ
れ
を
取
り
付
け
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者

が
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
を
も
併
せ
て
当
該
家
屋
を
取
得
し
た
も
の
と
み

が
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
を
も
併
せ
て
当
該
家
屋
を
取
得
し
た
も
の
と
み

な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

な
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
が
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

場
合
に
お
い
て
は
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
が
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
の
取
得
者
と
協
議
の
上

た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
の
取
得
者
と
協
議
の
上

、
当
該
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
額
の
う
ち
附
帯
設
備
に

、
当
該
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
額
の
う
ち
附
帯
設
備
に

属
す
る
部
分
の
取
得
者
の
所
有
に
属
す
る
部
分
の
価
額
を
申
し
出
た
と
き
は

属
す
る
部
分
の
取
得
者
の
所
有
に
属
す
る
部
分
の
価
額
を
申
し
出
た
と
き
は

、
そ
の
部
分
の
価
額
に
基
づ
い
て
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
の
取
得
者
に
不

、
そ
の
部
分
の
価
額
に
基
づ
い
て
附
帯
設
備
に
属
す
る
部
分
の
取
得
者
に
不

動
産
取
得
税
を
課
す
る
も
の
と
し
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
に
課
し
た
不
動

動
産
取
得
税
を
課
す
る
も
の
と
し
、
主
体
構
造
部
の
取
得
者
に
課
し
た
不
動

産
取
得
税
の
税
額
か
ら
附
帯
設
備
の
取
得
者
に
課
し
た
不
動
産
取
得
税
の
税

産
取
得
税
の
税
額
か
ら
附
帯
設
備
の
取
得
者
に
課
し
た
不
動
産
取
得
税
の
税

額
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
。

額
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る
。

８

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
家
屋
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税

７

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
家
屋
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税

に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が

に
係
る
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
家
屋
の
主
体
構
造
部
の
取
得
者
の
申
請
に
基

あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
家
屋
の
主
体
構
造
部
の
取
得
者
の
申
請
に
基

づ
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り

減
額
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
税
額
及

づ
い
て
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
つ
て
減
額
す
べ
き
額
に
相
当
す
る
税
額
及

び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
す
る
。

び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
を
還
付
す
る
。

９

略

８

略

第
八
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り

不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
を
還

９

第
七
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
不
動
産
取
得
税
に
係
る
徴
収
金
を
還

付
し
、
又
は
充
当
す
る
場
合
に
は

、
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の

付
し
、
又
は
充
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の

申
請
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
を
法
第
十
七
条
の
四

申
請
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
を
法
第
十
七
条
の
四

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

法
第
七
十
三
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二

法
第
七
十
三
条
の
二
第
十
項

に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二

十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
（
次
項
及
び
第
七

十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
（
次
項
及
び
第
七

十
八
条
に
お
い
て
「
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
い

十
八
条
に
お
い
て
「
土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
い

う
。
）
又
は
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に
よ
る

う
。
）
又
は
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り

仮
換
地
又
は
一
時
利
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
八
条
に
お
い
て

つ
て
仮
換
地
又
は
一
時
利
用
地
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
十
八
条
に
お
い
て

「
仮
換
地
等
」
と
い
う
。
）
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
換

「
仮
換
地
等
」
と
い
う
。
）
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
仮
換
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地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
つ
た
日
以
後
に
当
該
仮
換
地
等
で
あ
る
土
地
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地

と
な
つ
た
日
以
後
に
当
該
仮
換
地
等
で
あ
る
土
地
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
従
前
の
土
地
」
と
い
う
。
）
の
取
得
が
あ
つ
た

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
従
前
の
土
地
」
と
い
う
。
）
の
取
得
が
あ
つ
た

と
き
は
、
当
該
従
前
の
土
地
の
取
得
を
も
つ
て
当
該
仮
換
地
等
で
あ
る
土
地

と
き
は
、
当
該
従
前
の
土
地
の
取
得
を
も
つ
て
当
該
仮
換
地
等
で
あ
る
土
地

の
取
得
と
み
な
し
、
当
該
従
前
の
土
地
の
取
得
者
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、

の
取
得
と
み
な
し
、
当
該
従
前
の
土
地
の
取
得
者
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、

不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

不
動
産
取
得
税
を
課
す
る
。

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
に
つ

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
に
つ

い
て
保
留
地
予
定
地
等
（
法
第
七
十
三
条
の
二
第
十
二
項
に
規
定
す
る
保
留

い
て
保
留
地
予
定
地
等
（
法
第
七
十
三
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
保
留

地
予
定
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
お

地
予
定
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
以
外
の
者
が
、
当
該
土
地
区
画

い
て
、
当
該
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
以
外
の
者
が
、
当
該
土
地
区
画

整
理
事
業
に
係
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
る
日
ま
で
の
間
当
該
保
留
地
予
定

整
理
事
業
に
係
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
る
日
ま
で
の
間
当
該
保
留
地
予
定

地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
使
用
し
、
若
し
く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
使
用
し
、
若
し
く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
及
び
同
日
の
翌
日
に
当
該
施
行
者
が
取
得
す
る
当
該
保
留
地
予
定
地
等

こ
と
及
び
同
日
の
翌
日
に
当
該
施
行
者
が
取
得
す
る
当
該
保
留
地
予
定
地
等

で
あ
る
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
、

で
あ
る
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
き
又

又
は
同
日
の
翌
日
に
土
地
区
画
整
理
組
合
の
参
加
組
合
員
が
取
得
す
る
当
該

は

同
日
の
翌
日
に
土
地
区
画
整
理
組
合
の
参
加
組
合
員
が
取
得
す
る
当
該

保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
当
該
参
加
組
合
員
が
使
用
し
、
若

保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
当
該
参
加
組
合
員
が
使
用
し
、
若

し
く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た

し
く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
れ
ら
の
契
約
の
効
力
が
発
生
し
た
日
と
し
て
令
第
三
十
六
条
の

と
き
は
、
そ
れ
ら
の
契
約
の
効
力
が
発
生
し
た
日
と
し
て
令
第
三
十
六
条
の

二
の
三
に
規
定
す
る
日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土
地

二
の
三
に
規
定
す
る
日
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土
地

の
取
得
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土

の
取
得
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
保
留
地
予
定
地
等
で
あ
る
土

地
を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取

地
を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
を
取
得
者
と
み
な
し
て
、
不
動
産
取

得
税
を
課
す
る
。

得
税
を
課
す
る
。

附

則

附

則

（
個
人
の
県
民
税
の
所
得
割
の
算
定
の
特
例
）

（
個
人
の
県
民
税
の
所
得
割
の
算
定
の
特
例
）

第
二
条

当
分
の
間
、
三
十
五
万
円
に
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
同
一
生
計
配

第
二
条

当
分
の
間
、
三
十
五
万
円
に
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
控
除
対
象
配

偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
数
に
一
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
者

偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
数
に
一
を
加
え
た
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
者

が
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
三

が
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
額
に
三

十
二
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲

十
二
万
円
を
加
算
し
た
金
額
）
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
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げ
る
額
と
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超
え
る
こ

げ
る
額
と
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
金
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
同
号
に
掲

と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
超
え
る
金
額
に
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
同
号
に
掲

げ
る
額
と
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て

げ
る
額
と
第
三
号
に
掲
げ
る
額
と
の
合
計
額
で
除
し
て
得
た
数
値
を
乗
じ
て

得
た
金
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定

得
た
金
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定

を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

一
～
三

略

一
～
三

略

２

略

２

略

（
自
動
車
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

（
自
動
車
取
得
税
の
税
率
の
特
例
）

第
十
八
条
の
四

略

第
十
八
条
の
四

略

２

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車

２

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動

車
を
い
い
、
附
則
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
充
電
機
能
付
電
力

併
用
自
動
車
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
（
車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車

両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

び
附
則
第
十
八
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
二
・
五
ト
ン
以
下
の
バ
ス
又

は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
つ
て
、
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

で
初
め
て
新
規
登
録
等
（
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
第

る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
（
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
又
は
同
法
第
六
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

一
項
に
規
定
す
る
新
規
登
録
又
は
同
法
第
六
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

る
車
両
番
号
の
指
定
（
同
項
に
規
定
す
る
検
査
対
象
軽
自
動
車
に
係
る
も
の

る
車
両
番
号
の
指
定
（
同
項
に
規
定
す
る
検
査
対
象
軽
自
動
車
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
八
条
の
六
に
お
い
て
同

に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
八
条
の
六
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定

じ
。
）
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動

の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動

車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に

行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用

該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用

さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
前
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
率

さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
前
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
率

と
す
る
。

と
す
る
。

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六
項

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六
項
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か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除
く

か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除
く

。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十

。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第
一

年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が

な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る
率

な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る
率

に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

４

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

４

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
二
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
二
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三

く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第

十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る

率
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

率
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
三
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
前
三
項
又
は
附
則
第
十
八
条
の
六
第
六

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を
除

く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三

く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第

十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
八
条
及
び
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る

率
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

率
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

６

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

６

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。
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７

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

７

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

８

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

８

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
初
め
て
新

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
の
取
得
（
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
又
は
附
則
第
十

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

八
条
の
六
第
六
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

車
の
取
得
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率
は
、
当
該

取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

百
八
条
及
び
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
こ
の
項

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
同
条
又
は
第

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

一
項
に
定
め
る
率
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
率
と
す
る
。

（
自
動
車
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
自
動
車
取
得
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
十
八
条
の
六

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車

第
十
八
条
の
六

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て

新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
一
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第

新
規
登
録
等
を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
一
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第

百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年

百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と

月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と

あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
四
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る

あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
四
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る

。

。

２

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

２

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
第
二
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

項
に
お
い
て
「
第
二
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
二
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
二
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
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「
取
得
価
額
か
ら
三
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
取
得
価
額
か
ら
三
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

３

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
第
三
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

項
に
お
い
て
「
第
三
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
三
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
三
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
二
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
取
得
価
額
か
ら
二
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

４

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

４

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
第
四
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

項
に
お
い
て
「
第
四
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
四
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
四
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
取
得
価
額
か
ら
十
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

５

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
四
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
第
五
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

項
に
お
い
て
「
第
五
種
環
境
対
応
車
」
と
い
う
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
五
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

を
受
け
る
も
の
以
外
の
第
五
種
環
境
対
応
車
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
取
得
価
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

「
取
得
価
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

６
～

略

６
～

略

車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総

車
両
総
重
量

重
量
を
い
う
。
）
が
十
二
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
等
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二

が
十
二
ト
ン
を
超
え
る
バ
ス
等
（
法
附
則
第
十
二
条
の
二

の
四
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
バ
ス
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
道
路
運

の
四
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
バ
ス
等
を
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
道
路
運

送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適

送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
以
降
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
車
線
か
ら
の
逸
脱
に
対
す
る
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報

性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
装
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
車
線
逸
脱
警
報

装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上

装
置
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上

の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
五
項
に
規
定
す
る

の
技
術
基
準
で
法
施
行
規
則
附
則
第
四
条
の
六
の
二
第
十
五
項
に
規
定
す
る

も
の
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
同

も
の
に
適
合
す
る
も
の
の
う
ち
、
車
線
逸
脱
警
報
装
置
を
備
え
る
も
の
（
同

条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け

条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
初
め
て
新
規
登
録
等
を
受
け
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る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

る
も
の
の
取
得
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、

該
取
得
が
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、

同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
百
七
十
五
万
円
を

同
項
中
「
取
得
価
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
取
得
価
額
か
ら
百
七
十
五
万
円
を

控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

控
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

略

略


